
 1

入堂式 主教品の入堂、司祭、輔祭が出迎え 

 

長輔祭 睿智     

 

(詠） 「常に福」をゆっくり歌いはじめる。 

 
 

 

主教 至聖なる生神女や、我等を救い給へ 

長輔祭 ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え… 

主教 ハリストス神、我等の恃みよ、光栄は爾に帰す、光栄は爾に帰す、 

長輔祭 光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン、主憐めよ（３回）主教よ福を降せ 

主教 ハリストス我等の真の神は･･･ 

長輔祭 アミン 

 

 

 

副輔祭主教にマンティアを着せる。主教十字架をとって接吻。司祭、順に十字架と主教の手に接

吻。祝福。十字架を持つ司祭に続いて進む。 

主教はアムウォンの上に立つ。司祭はその下に二列に並ぶ。長輔祭入堂の祝文を読む。 
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長輔祭 君や、祝讃せよ 

主教 我等の神は崇め讃めらる・・・ 

輔祭 アミン、「天の王」、「聖三」「至聖三者」「天主」 

主教 蓋、国と権能と光栄は爾父と子と聖神に帰す、今も何時も世世に、 

輔祭 アミン。主や我等を憐めよ・・・・ 

 讃美たる生神女や・・・・ 

主教はハリストス、生神女のイコンに接吻。堂のイコンの前でトロパリを誦する。 

輔祭 主に祈らん。 

主教 主よ、爾が聖なる住所の高きより・・・・ 

クロボク（帽子）をつけ、３度躬拝してジェズル（杖）をとり、信者に向かって三方向に祝福する。 

 

 

祝福に合わせてトンデスポティンを歌う 

 

 

 

 

主教祭服着装 (今回は至聖所内で行う) 

主教はカフェドラからディキリ・トリキリで祝福。 

司祭 我らの神は崇め讃めらる、今も何時も世世に、 

誦経 アミン   時課を始める。主教、手洗い 
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聖体礼儀 
輔祭 君よ、祝讃せよ、 

司祭 父と子と聖神の国は崇め讃めらる、今も何時も世世に、 

(詠） アミン 

［大連祷］ 

 

輔祭 我等安和にして主に祷らん、     (詠） 主憐めよ 

輔祭 上より降る安和と我等が 靈
たましい

の 救
すくい

の為に主に祷らん、  (詠） 主憐めよ 

輔祭 全世界の安和、神の聖なる諸敎會の堅立、及び衆人の合一の為に主に祷らん、 

         (詠） 主憐めよ 

輔祭 
こ
此の聖堂、及び信と 愼

つつしみ

と神を畏るる心とを以て此
ここ

に來
きた

る者の為に主に祷らん 

(詠） 主憐めよ 

輔祭 敎會を司る尊貴なる我等の東京の大主教及び全日本の府主敎ダニイル、司祭の尊品、

ハリストスに因る輔祭職、悉くの敎衆、及び衆人の為に主に祷らん、    

        (詠） 主憐めよ 

輔祭 我が國の天皇、及び國を司る者の為に主に祷らん。   (詠） 主憐めよ 

輔祭 此
こ

の都
ま

邑
ち

と 凡
およそ

の都
ま

邑
ち

と地方の為、及び信を以て此
こ

の中
うち

に居
お

る者の為に主に祷らん、

        (詠） 主憐めよ 

輔祭 氣候順和、五穀豊穣、天下泰平の為に主に祷らん、   (詠） 主憐めよ 

輔祭 航海する者、旅行する者、病を患
うれ

ふる者、 艱難
かんなん

に遭ふ者、 虜
とりこ

となりし者、及び彼等の救

の為に主に祷らん、      (詠）  主憐めよ 

輔祭 我等 諸
もろもろ

の憂愁
うれい

と忿怒
いかり

と危難
あやうき

とを免るるが為に主に祷らん、 (詠） 主憐めよ 

輔祭 神よ、爾の恩寵を以て、我等を佑
たす

け救ひ憐み護れよ、  (詠） 主憐めよ 

輔祭 至聖至潔にして至りて讚美たる我等の光榮の女宰・生神女・永貞童女マリヤと、諸聖人と

を記憶して、我等己の身及び互に各の身を以て、並に悉くの我等の生命を以て、ハリスト

ス神に委託せん、      (詠） 主爾に 

司祭 蓋
けだし

凡そ光榮尊貴伏拜は爾父と子と聖神に帰す､今も何時
いつ

も世世に (詠） 「アミン」 
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[小連祷] 

 

輔祭 我等復又安和にして主に祷らん、    (詠） 主憐めよ 

輔祭 神よ、爾の恩寵を以て、我等を佑け救ひ憐み護れよ、  (詠） 主憐めよ 

輔祭 至聖至潔にして至りて讚美たる我等の光榮の女宰・生神女・永貞童女マリヤと、諸聖人と

を記憶して、我等己の身及び互に各の身を以て、并 に悉くの我等の生命を以て、ハリスト

ス神に委託せん、      (詠） 主爾に 

司祭 蓋爾は善にして人を愛する神なり、我等光栄を爾父と子と聖神に献ず、今も何時
いつ

も世世に、

        (詠） 「アミン」 
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[神の独生の子] 
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[小連祷] 

輔祭 我等復又安和にして主に祷らん、     (詠） 主憐めよ 

輔祭 神よ、爾の恩寵を以て、我等を佑け救ひ憐み護れよ、  (詠） 主憐めよ 

輔祭 至聖至潔にして至りて讚美たる我等の光榮の女宰・生神女・永貞童女マリヤと、諸聖人と

を記憶して、我等己の身及び互に各の身を以て、并 に悉くの我等の生命を以て、ハリスト

ス神に委託せん、      (詠） 主爾に 

司祭 蓋國と権能と光栄は爾父と子と聖神に帰す、今も何時も世世に、 (詠） 「アミン」 
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第３アンティフォンの最後に、福音経などを捧持した輔祭、司祭、副輔祭、堂役などは決められた順序に従

って至聖所から出てカフェドラの主教の前に並ぶ。 
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［小聖入］ 

輔祭 主に祈らん、 

長輔祭 （福音経を左肩におき、右手にオラリをかかげて）尊貴なる主宰や、聖入に祝福せよ。 

主教 （黙唱ののち）爾の聖者の入るは常に崇め讃めらる、今も何時も世世にアミン。 

（主教福音経に接吻。主教ディキリ・トリキリを受け取る。） 

輔祭 （福音経を掲げ、それで十字を描き）睿智、謹みて立て。 

 

神品全員で「来たれハリストスの前に Приидите」をゆっくり歌う。輔祭福音経に炉儀。主教は福音経に向か

って躬拝し、ディキリ・トリキリで祝福。主教ディキリ・トリキリで西、南、北、三方向の信徒を祝福。司祭はソ

レヤに残る。 

 

(詠）、「来たれハリストスの前に」を神品の歌にかぶせて歌い始める。 

主教カフェドラから降りてアムウォンに上がる。 

 

(詠）が「神の子、死より復活せし」を歌うとき、ディキリ・トリキリで信徒を祝福し、至聖所に入る。 

トリキリを持つ長輔祭とともに、宝座、奉献台、高座、司祭に炉儀、ソレヤに出る。 
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司祭、宝座に接吻。主教王門、イコノスタス、教衆、信徒、左右のイコンに炉儀、至聖所に戻り、宝座、司祭

輔祭に炉儀。この間(詠）「イスポラ」を主教の動きに合わせてゆっくり歌う。 

 
 

 

 

［主日の復活トロパリ］ 今回は８調 
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♪光栄は父と子と聖神に帰す 

 

♪今もいつも世々にアミン 
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ニコライのトロパリが終わると神品は生神女のコンダク「生神女や我等爾の僕婢は Взбранной Воеводе」

を歌う。 

輔祭 主に祈らん、 

(詠） 主憐めよ、  

主教 蓋我が神や爾は聖なり、我等光栄を爾父と子と聖神に献ず、今も何時も、 

輔祭 主や敬虔なる者を救い、及び我等に聴き給へ。 

 

 
 

よ

よ
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よ
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よ

よ
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［主日ポロキメン］ 

輔祭 謹みて聴くべし、 

主教 衆人に平安、 

誦経 爾の神にも、 

輔祭 睿智 

誦経 ポロキメン 

 

８調 主爾の神に誓を作して償へよ。 

 （句）神はイウデヤに知られ、その名はイズライリに大なり。 

 

 

［使徒経の読み］ 

輔祭 睿智 

誦経 聖使徒パウエルが○○に達する書の読み、 

輔祭 謹みて聴くべし、 

誦経 （使徒経を読む） 

 

［福音前のアリルイヤ］（アリルイヤの句が省略されて３度歌うだけになっていることもある） 

主教 爾に平安 

誦経 爾の神にも、アリルイヤ、アリルイヤ、アリルイヤ、 

(詠） アリルイヤ、アリルイヤ、アリルイヤ、 

誦経 アリルイヤの第１句 

(詠） アリルイヤ、アリルイヤ、アリルイヤ 

誦経 アリルイヤの第２句 

(詠） アリルイヤ、アリルイヤ、アリルイヤ 

 

 

［福音経の読み］ 

輔祭 君や、聖使徒及び福音者（ 某  ）の福音を宣ぶる者に祝福せよ、 

主教 願くは神、光栄にして讃美たる聖使徒及び福音者（ 某  ）の祈祷によって、爾福音を宣

ぶる者に多くの力ある言を賜はん、その至愛の子我が主イイススハリストスの福音の行るる

が為なり。 



 16

輔祭 アミン、睿智、謹み立て、聖福音経を聴くべし 

主教 衆人に平安 

(詠） 爾の神にも 

輔祭 （ 某 ）による聖福音経の読み 

(詠） 主や光栄は爾に帰し、光栄は爾に帰す、 

 

輔祭 睿智、謹みて聴くべし。（福音経を読む） 

(詠） 主や光栄は爾に帰し、光栄は爾に帰す、 

 

 

主教は高座から降り、王門を通ってアムウォンに出る。長輔祭の持つ福音経に接吻。ディキリ・トリキリで信徒を

祝福。このとき「イスポラ」を歌う。 

 

 

 

［重連祷］ 

輔祭  我等皆霊を全うして曰はん、我等の 思
おもい

を全うして曰はん、  (詠） 主憐めよ 

輔祭  主全能者、吾が列祖の神や、爾に祷る聆き納れて憐めよ、  (詠）  主憐めよ 

輔祭  神や爾の 大
おおい

なる 憐
あわれみ

に因りて我等を憐めよ、爾に祷る聆き納れて憐めよ、 

(詠）  主憐めよ、主憐めよ、主憐めよ 

輔祭  我が國の天皇及び國を司るものの為に主に祷らん、 

(詠）  主憐めよ、主憐めよ、主憐めよ 

輔祭   又敎會を司る尊貴なる我等の東京の大主敎全日本の府主教ダニイル及びハリストスに於

ける悉くの我等の兄弟の為に祷る、  (詠）  主憐めよ、主憐めよ、主憐めよ 

輔祭   又我等の兄弟、諸司祭、諸修道司祭、及びハリストスに於ける我等の衆兄弟の為に祷る、

       (詠） 主憐めよ、主憐めよ、主憐めよ 

輔祭   又恒に記憶せらるる福たるこの聖堂の建立者、及び已に寐りし悉くの父祖兄弟、此の處と

諸方とに葬られたる正敎の者の為に祷る、   

(詠）  主憐めよ、主憐めよ、主憐めよ 

輔祭   又此の至尊なる聖堂に者を献り、善業を行ひ、之に労し、之に歌ひ、及び此に立ちて爾の
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大にして豊なる憐を仰ぎ望む者の為に祷る、 

   (詠） 主憐めよ、主憐めよ、主憐めよ 

司祭   蓋、爾は慈憐にして人を愛する神なり、我等光榮を爾父と子と聖神に献ず、今も何も世世

に、        (詠） アミン 

 

[啓蒙者の連祷] 

 

輔祭  啓蒙者や、主に祈るべし、                   (詠）  主憐めよ 

輔祭  信者や、啓蒙者の為に祷らん、願くは主は彼等に憐を垂れん、 (詠）  主憐めよ 

輔祭 眞實の言を以て彼等を啓蒙せん、     (詠）  主憐めよ 

輔祭 義の福音經を彼等に啓かん、      (詠）  主憐めよ 

輔祭 彼等をその聖公使徒の敎會に一にせん、    (詠）  主憐めよ 

輔祭 神や、爾の恩寵を以て、彼等を救ひ憐み佑け護れよ、   (詠）  主憐めよ 

輔祭 啓蒙者や、爾等の首を主に屈めよ、     (詠）  主爾に 

司祭  願くは彼等も我等と偕に、爾父と子と聖神の至尊至榮の名を讚揚せん、今も何時も世世に、

         (詠）  アミン 

輔祭  衆啓蒙者出でよ、啓蒙者出でよ、衆啓蒙者出でよ、啓蒙者一人もなく、唯信者復又安和に

して主に祷らん、       (詠）  主憐めよ 

輔祭 神や、爾の恩寵を以て、我等を佑け救ひ憐み護れよ、  (詠）  主憐めよ 

輔祭 叡智 

司祭  蓋凡そ光榮尊貴伏拜は爾父と子と聖神に帰す、今も何時
いつ

も世世に、 

(詠） アミン 

 

［信者の連祷］ 

輔祭  我等復又安和にして主に祈らん、     (詠） 主憐めよ 

輔祭  上より降る安和と我等が霊の救の為に主に祷らん、    (詠） 主憐めよ 

輔祭 全世界の安和、神の聖なる諸教会の堅立、及び衆人の合一の為に主に祷らん、  

        (詠） 主憐めよ 

輔祭  此の聖堂、及び信と慎と神を畏るる心とを以て此に来たる者の為に主に祷らん、  

         (詠） 主憐めよ 

輔祭  我等諸の憂愁と忿怒と危難とを免るるが為に主に祷らん   (詠） 主憐めよ 

輔祭  神や、爾の恩寵を以て我等を佑け救い憐み護れよ、   (詠） 主憐めよ 

輔祭  叡智 

司祭  我等常に爾が権柄の下に護られて、光栄を爾父と子と聖神に献ずるが為なり、今も何時も

世世に、       (詠） アミン。 
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［大聖入］ 

 

ディスコスを持って 

主教 願くは主神はその国に於いて、我が国の天皇及び国を司るものを常に記憶せん、今も何

時も世世に、 

主教 願くは主神はその国に於いて教会を司る我等の至聖なるモスクワ及び全ロシアの総主教、

アレキセイを常に記憶せん、今も何時も世世に、 

(詠） アミン 

 

ポティールを持って 

主教 願くは、主神はその国において常に記憶せらるる（ 某 ）記憶せん、今も何時も世世に、 

主教  願くは主神はその国において爾衆正教のハリスティアニン等を常に記憶せん、今も何時も

世世に、 

(詠） アミン 
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［増連祷］ 

輔祭 我等主の前に我が祈りを増し加へん、    (詠） 主憐めよ 

輔祭 献げたる尊き祭品の為に主に祈らん、    (詠）  主憐めよ 

輔祭 子の聖堂及び信と慎みと神を畏るる心とを以て此に来たるものの為に主に祈らん、 

         (詠）  主憐めよ 

輔祭  我等諸の憂愁と忿怒と危難とを免るるが為に主に祷らん、    (詠）  主憐めよ 

輔祭  神や、爾の恩寵を以て我等を佑け救ひ憐み護れよ、  (詠）  主憐めよ 

輔祭 此の日の純全、成聖、平安、無罪ならんことを主に求む、  (詠） 主賜へよ 

輔祭 平安の神使、正しき敎導師、吾が霊体の守護者を賜はんことを主に求む、 

(詠）  主賜へよ 

輔祭 我等の罪と過とを宥め赦さんことを主に求む、      (詠）  主賜へよ 

輔祭 我等の霊に善にして益ある事、及び世界に平安を賜はんことを主に求む、 

           (詠）  主賜へよ 

輔祭 我等の生命の余日を平安と痛悔とを以て終らんことを主に求む、 (詠）  主賜へよ 

輔祭  我等の生命の終が「ハリスティアニン」に適ひ、疾なく、耻なく、平安なること、及びハリスト

スの畏る可き審判に於て宜しき對をなすを賜はんことを求む、  (詠）  主賜へよ 

輔祭 至聖、至潔にして、至りて讃美たる我等の光栄の女宰、生神女、永貞童女マリヤと諸聖人

とを記憶して、我等己の身及び互いに各の身を以て並に悉くの我等の生命を以てハリスト

ス神に委託せん、      (詠） 主爾に、 

司祭 爾の独生子慈憐に因りてなり、爾は彼と至聖至善にして生命を施す爾の神
しん

と偕に崇め讃

めらる、今も何時も世世に、     (詠） アミン 

輔祭 衆人に平安          (詠）   爾の神
しん

にも 
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［安和の接吻］  

輔祭 我等、互に相愛すべし、同心にして承け認めんが為なり、 

 

 

 

［信 経］ 

 

輔祭 門、門、敬みて聴くべし、 
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［平和の憐れみ（親しみの捧げもの）］ 

輔祭 正しく立ち畏れて立ち、敬みて安和にして聖なる献物を奉らん、 

主教ディキリ・トリキリで衆人を祝福 

主教 願くは我が主イイスス・ハリストスの恩、神父
かみちち

の慈み聖神の親みは、爾衆人と偕に在らんこと

を      (詠） 爾の神にも 

主教 心上に向ふべし、    (詠） 主に向かへり、 

主教 主に感謝すべし  

(詠） 父と子と聖神、一体にして…… 

 

 

主教 凱歌を歌ひ、よび叫びて曰く、 

  
安


　和


と


あ わ


れ


み

  
讃 揚 の


ま


つ

 
り


を
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主教 取りて食へ、是我が体、爾等の為に擘かるる者、罪の赦を得るを致す。 

(詠） アミン 

主教 皆之を飲め、之我の新約の血、爾等及び衆くの人の為に流さるる者、罪の赦しを得るを致す、 

         (詠） アミン 

主教 爾の賜を、爾の諸僕より、衆の為一切の為に爾に献りて、 

(詠） 主や、爾を崇め歌い、……… 

 

主教 特に至聖至潔にして至りて讃美たる我等の光栄の女宰、生神女・永貞童女マリヤの為、 
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長輔祭 万民をも 

(詠） 万民をも 

主教  主や、殊も教会を司る至聖なるモスクワ及び全ロシアの総主教キリルを記憶し、彼等を平

安、無難、尊貴、壮健、長寿なる者、及び爾が真実の言を正しく伝えるものとして、爾の聖

なる教会に与え給へ、 

 

司祭 主や尊貴なる我等の（府主教、大主教、主教）（  ）を記憶し、彼（等）を平安、無難、尊貴、

壮健、長寿なる者、及び爾が真実の言を正しく伝えるものとして、爾の聖なる教会に与え

給へ、 

 

輔祭 主や、我等の尊貴なる東京の大主教及び全日本の府主教ダニイル、今この至尊なる祭品

を我等の主神に献げ奉る者の為、至聖なるモスクワ及び全ロシアの総主教キリル、尊貴な

る府主教、大主教、主教の救の為、司祭の尊品、ハリストスによる輔祭職、悉くの教衆及び

修道士の為、この街と凡その町におる真のハリスティアニンの救われんが為、病の床に伏

す者、縛らるる者、虜となりし者のまぬかれんが為、遠く祖国を離れて異郷に抑留せられた

る者の解放せられんが為、今この聖堂に立ちて祈る衆兄弟の救の為、衆人の為、一切の

為、 

(詠） 万民をも 

主教 並びに我等に口を一にし心を一にして、爾父と子と聖神の至尊至厳の名を讃栄讃頌する

を賜へ、今も何時世世に、 

(詠） アミン 

主教 願くは大なる神、我が救主イイスス・ハリストスの憐みは、爾衆人と偕に在らんことを 

(詠） 爾の神にも 
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［増連祷］ 

輔祭 我等諸聖人を記憶して復又安和にして主に祈らん   (詠） 主憐めよ 

輔祭  已に献ぜられ及び聖にせられし尊き祭品の為に主に祷らん、  (詠） 主憐めよ 

輔祭   人を愛する我が神が、之を其
その

聖なる天上の無形の祭壇に置き、屬神の馨香として享け、

我等に報いて、神妙の恩寵と聖神°の賜とを降すが為に祷らん、     

         (詠）  主憐めよ 

輔祭   我等諸の憂愁と忿怒と危難とを免るるが為に主に祷らん、   (詠）  主憐めよ 

輔祭   神や、爾の恩寵を以て我等を佑け救ひ憐み護れよ、      (詠）  主憐めよ 

輔祭  此の日の純全、成聖、平安、無罪ならんことを主に求む、    (詠） 主賜へよ 

輔祭  平安の神使、正しき敎導師、吾が霊体の守護者を賜はんことを主に求む、 

(詠）  主賜へよ 

輔祭  我等の罪と過とを宥め赦さんことを主に求む、      (詠）  主賜へよ 

輔祭  我等の霊に善にして益ある事、及び世界に平安を賜はんことを主に求む、 

           (詠）  主賜へよ 

輔祭  我等の生命の余日を平安と痛悔とを以て終らんことを主に求む、 (詠）  主賜へよ 

輔祭   我等の生命の終が「ハリスティアニン」に適ひ、疾なく、耻なく、平安なること、及びハリスト

スの畏る可き審判に於て宜しき對をなすを賜はんことを求む、  (詠）  主賜へよ 

輔祭   信の同一と聖神の体合とを求めて、我等己の身及び互に各の身を以て、並に悉くの我等

の生命を以て、ハリストス神に委託せん、      (詠）  主爾に 

主教 主宰や、我等に、勇を以て、罪を獲ずして、敢て爾天の神･父をよびて言ふを賜へ、 

 

 

 

 

 

 

［天主経］ 

 



 26

 

主教 蓋国と権能と光栄は爾父と子と聖神に帰す、今も何時も世世に、 

(詠） アミン 

主教 衆人に平安 

(詠） 爾の神にも 

輔祭 爾等の首を主に屈めよ、 

(詠） 主爾に、 

主教 爾が独生子の恩寵と慈憐と仁愛とに因りてなり、爾は彼と至聖至善にして生命を施す爾の

神
し ん

と偕に讃揚せらる今も何時も世世に、 

(詠） アミン 
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輔祭 謹みて聴くべし 

主教 聖なる物は聖なる人に 

 

［領聖詞］ 

神品の領聖を待つ間、「主日領聖詞」を聖詠とともに歌う。あるいは他のふさわしい歌を歌う。 

［主日の領聖詞（８調）］   １４８聖詠を誦読し、１句ごとに領聖詞を繰り返し歌う。 

 

［１４８聖詠］ 天より主を
ほ

讚め揚げよ、
いと

至
たかき

高に彼を
ほ

讚め揚げよ、
ほめうた

讚歌は爾神に帰す。／
その

其
ことごと

悉 くの天使よ、彼を
ほ

讚め揚げ

よ、
その

其
ことごと

悉 くの軍よ、彼を
ほ

讚め揚げよ、
ほめうた

讚歌は爾神に帰す。／日と月よ、彼を
ほ

讚め揚げよ。／
ことごと

悉 くの光る星よ、

彼を
ほ

讚め揚げよ。 ／諸天の天と天より上なる水よ、彼を
ほ

讚め揚げよ。／主の名を
ほ

讚め揚ぐべし、
けだし

蓋彼言ひた

れば、
すなわち

即 成り、命じたれば、
すなわち

即 造られたり、彼は
これ

之を立てて、世世に至らしめ、
のり

則を與へて
これ

之を
こ

踰えざらし

めん。 ／地より主を
ほ

讚め揚げよ、
おおうお

大魚と
ことごと

悉 くの淵、火と
あられ

霰 、雪と霧、主の
ことば

言に從ふ暴風、山と
ことごと

悉 くの
おか

陵、
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くだもの

果 の
き

樹と
ことごと

悉 くの
はくこうぼく

栢香木、野獣と
もろもろ

諸 の家畜、
は

匍ふ物と飛ぶ鳥、地の諸王と萬民、牧伯と地の諸有司、少年と

處女、
おきな

翁 と
わらべ

童 は、主の名を
ほ

讚め揚ぐべし、 ／
けだし

蓋
ただ

惟
その

其名は高く擧げられ、
その

其光榮は天地に
あまね

遍 し。／彼は
その

其
たみ

民の
つの

角を高くし、
その

其諸聖人、イズライリの諸子、彼に親しき
たみ

民の
さかえ

榮を高くせり。  

輔祭 神を畏るる心と信とを以て近づき来たれ、 

［領聖祝文］ 

 主や、我信じ且承け認めて、爾を実にハリストス生活の神の子、罪人を救うが為に世に来たりし者

となす、衆罪人のうち我第一なり、また信ず、此は乃ち爾が至浄の体、此は乃ち爾が至尊の血なり

と、故に爾に祈る、我を憐み、我が自由と自由ならずして、言と行いにて、知ると知らずして、犯しし

諸罪を赦し給へ、並びに我に定罪なく、爾が至上なる機密を領けて、罪の赦しと永生を得るを致さ

せ給へ、「アミン」 

神の子や、今我を爾が機密の筵に與る者として容れ給へ、蓋我爾の仇に機密を告げざらん、

又、爾にイウダの如き接吻を為さざらん、乃ち右盗の如く爾を承け認めて曰ふ、主や爾の国に

於いて我を記憶せよ、と。 

主や祈る爾の聖なる機密を領くるは、我が為に審案或いは定罪とならず、乃ち霊体の醫しとならん

ことを。アミン 

［領聖］ (詠） ハリストスの聖体を領け、不死のいずみを飲めよ、（繰り返す） 
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主教 神や、爾の民を救ひ、及び爾の嗣業に福を降せ、 

領聖が終わる。主教祝福。「イスポラ」を歌う。 

 

司祭  今も何時も世世に、 
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輔祭 謹みて立て、神聖、至浄、不死にして生命を施す天上の畏るべきハリストスの聖機密を領

けて、宜しく主に感謝すべし、 

輔祭 紙屋爾の恩寵を以て我等を佑け救ひ憐み護れよ、  (詠）  主憐めよ、主憐めよ 

輔祭  此の日の純全、成聖、平安、無罪ならんことを求めて、我等己の身及び互に各の身を以て、

並に悉くの我等の生命を以て、ハリストス神に委託せん、 (詠） 主爾に 

主教 蓋爾は我等の成聖なり、我等光榮を爾父と子と聖神°に献ず、今も何時も世世に、 

        (詠） アミン 

主教 平安にして出づべし、     (詠）  主の名に因りて 

輔祭  主に祷らん、      (詠）  主憐めよ 

 

司祭  [升檀外の祝文]爾を讃揚する者に福を降し、及び爾を恃む者を聖にする主や、爾の民を救

ひ、及び爾の嗣業に福を降し、爾が教会の充満を守り、爾が堂の美なるを愛する者を聖にせよ、爾

が申請の力を以て彼等を光栄し、及び我等爾を恃む者を遺すなかれ、爾の世界と爾の諸教会と諸

司祭と、我国の天皇及び国を司る者、及び爾の衆人為に平安を賜へ、蓋凡その善なる施し、凡そ

の全備なる賜は、上より爾光明の父より降るなり、我等光栄感謝伏拝を爾父と子と聖神に献ず、今

も何時も世世に、 

 

 

主教 願くは主の降福は、その恩寵と仁愛とに因りて常に爾等に在らん、今も何時も世世に、 

(詠）  「アミン」 

主教 ハリストス神我等の恃みや、光榮は爾に帰す、光榮は爾に帰す、 
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主教 [発放詞] 

死より復活せしハリストス我等の眞の神は、其
その

至浄なる母、光栄にして讃美たる聖使徒、我等の聖

神父コンスタンティノポリの大主教金口イオアン、（当日の聖人）及び諸聖人の祈祷に因りて我等を

憐み救はん、彼は善にして人を愛する主なればなり、 

(詠） アミン 
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(詠）［萬寿詞］ 

  

主教マンティアを着装し退堂 

主教退堂の時「トンデスポティン」を歌う。 

 

 

ダ ニ イル 


